
No.374
第１回
（2・3月）

第４回
（12月）

第２回
（６月）

第３回
（９月）

令 和 8 年 8 月 １ 日
第 2 回 定 例 会 号

市議会だより市議会だより
かごしま 定例会は年 4回 

第２回定例会第２回臨時会

編集・発行：鹿児島市議会
鹿児島市山下町11-1
〒892-8677　 ☎099-216-1454（政務調査課直通）

☎099-224-1111（市役所代表）
Ｅ-mail seimuchousa@city.kagoshima.lg.jp

ご意見はこちらからでも投稿できます▶▶▶▶▶▶▶▶▶

マグマシティPRキャラクター　マグニョン

市議会だよりに関するご意見募集中です

　令和８年第２回臨時会は、５月21日に開かれ、新しい正副議
長を選出し、常任委員会等の新たな委員会構成の報告のほか、専
決処分の承認を求める件など議案４件、陳情１件を議決しました。

　令和８年第２回定例会は、６月11日から６月29日までの19
日間にわたって開かれ、鹿児島市宿泊税条例制定の件や８年度
一般会計補正予算など議案28件を議決しました。
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目次 個人質疑から 委員会から
Close Up

２～４面 4面 5面
新たな

市議会の構成
議案等に対する
各会派等の表決態度

６面

議長に古江尚子氏、
副議長に長浜昌三氏を選出

鹿児島市宿泊税条例制定の件を可決

〔議決された議案の要旨〕

▶専決処分の承認を求める件
　（鹿児島市税条例の一部を改正する条例）
　（鹿児島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

▶監査委員の選任について同意を求める件
　（米山たいすけ氏、瀬戸山つよし氏）

〔議決された主な議案の要旨〕
▶鹿児島市宿泊税条例制定の件
　 ・観光資源の魅力向上や国内外からの戦略的な誘客促進、
　　 旅行者の受入環境の充実等に要する費用に充てるため、
　　 宿泊税を課税するもの
▶令和８年度鹿児島市一般会計補正予算（第１号）
　◎主な内容
　 ・ひとり親就業・定着一体的支援事業 
▶鹿児島市営住宅条例一部改正の件
　 ・市営住宅等の入居の手続における連帯保証人の確保
　　 を不要とするもの

潮風薫る夏のひととき潮風薫る夏のひととき

磯海水浴場磯海水浴場



第２回臨時会

第２回定例会

　　子ども・子育て支援納付金の徴収目的と使途は。また、物価
高騰の下での市民負担増への認識は。

　　同納付金は、令和５年12月に閣議決定された「こども未来
戦略」でとりまとめられた「こども・子育て支援加速化プラン」
における抜本的な給付拡充の財源の一部とするもので、子ども・
子育て支援法で定められた児童手当等の６つの子育て支援の取り
組みに充てるものとされている。
 ８年度の課税限度額の改正では、被保険者へ一定の影響がある
ことは認識しているが、本市国保が厳しい財政状況にある中、安
定的な運営に向けて取り組んでいることを理解していただけるよ
う、引き続き、丁寧な説明に努めていきたい。

　　2040年問題を見据え、第六次総
合計画後期基本計画等の策定に向けた
市長の意気込みは。

　　現役世代の急速な減少と高齢者数
のピークが重なり、社会・経済の維持が危ぶまれる2040年問題
が迫る中、本市においても、労働力人口等の縮小、地域活力の低
下、医療・介護・福祉サービスの需要や財政負担の増大など、深
刻な影響が懸念され、その対応は喫緊の最重要課題と考えている。
このような認識の下、中長期的な人口減少の将来リスクを見極め
た上で、総合計画に掲げる都市像の実現に向け、今後５年間でな
すべき施策の重点化・戦略化を図るなど、持続可能な活力あるま
ちづくりをさらに加速させる計画を策定していきたい。

　　本市職員における生成ＡＩ利用の現状と令和８年度の取り組
みは。また、今後の利用促進に向けた考え方は。

　　事務作業の補助として、７年度は職員の67％、約３千人が
生成ＡＩを利用した。８年度は生成ＡＩに関する職員研修を行う
ほか、新たにＡＩ専門人材の任用を予定している。
 生成ＡＩは文書作成をはじめ、知識やスキルを必要とする作業
が可能であり、仕事の質とスピードを大幅に高め、業務の効率化
や市民サービスの向上につなげていくことが期待されることから、
積極的に活用していきたい。

　　３年連続の国保税の負担増を市民に押し付けるのではなく、
市長は県に対し、具体的な額を示して国保財政安定化基金の大幅
な取り崩しを求めていくべきと考えるが見解は。

　　県の基金については、被保険者の負担軽減のため、また、本
市国保の安定的な財政運営のため、積極的に活用していただきた
いと考えており、これまでも機会を捉えて県に要望している。県
においては、令和８年度中に活用方針の見直しについて検討する
こととしていることから、県の見直し案も踏まえ、引き続き、積
極的な活用について要請していきたい。

　　あらゆる分野でのジェンダー平等を達成するために、全ての
政策・施策・事業に男女共同参画の視点を取り込む「ジェンダー
主流化」に対する市長の考えは。

　　2040年問題として到来する地方における担い手不足等への
対策は、本市としても喫緊の大きな課
題であり、今後、人口減少社会に対応
していく上で、デジタルやＡＩなどの
科学技術を活用した仕組みづくりが急
務である中、新たな仕組みの恩恵を、
性別にかかわりなく誰もが享受できる
よう、ジェンダー主流化は肝要である
と考えており、その適切な推進に努め
ながら、若者や女性に選ばれる鹿児島
市の実現に向けて取り組んでいきたい。

　　有償ボランティアマッチングサービス「スケッター※」を運
営する民間企業との連携協定の締結により期待される効果は。

　　本協定は、介護分野への多様な人材の参入促進に向けた新た
な手法を検証するために締結したもので、これにより、地域のさ
まざまな介護未経験者と事業所等との接点が増加し、介護職への
理解促進が図られるとともに介護職員の負担軽減のほか、介護人
材の裾野拡大につながることが期待される。

から個 人 質 疑
　第２回臨時会では１人、第２回定例会では15人の議員が
個人質疑を行いました。その中から一部を紹介します。
　録画放映は各二次元コードからご覧いただけます。

５月21日 ６月17日
（１日目） （２日目） （３日目）

６月18日 ６月19日
第2回定例会第2回臨時会

のぐち英一郎
永谷さよこ
和 　るりか
大園たつや
中元かつあき

（にじとみどり）
（立憲社民無所属）
（立憲社民無所属）
（日本共産党）
（自民党真政会）

西 洋 介
こじま洋 子
うかりともえ
合原ちひろ
大木ひかる

（自民党市議団）
（公 明 党）
（立憲社民無所属）
（市 民 連 合）
（無 所 属）

たてやま清隆
田 代よしき
中 島 蔵 人
山 下 要
大 原 葉

（日本共産党）
（無 所 属）
（自民党市議団）
（自民党市議団）
（無 所 属）

たてやま清隆（日本共産党）
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（掲載記事は質疑順ではありません。なお、会派名は質疑日時点におけるものです。）

国保行政

国民健康保険税条例の一部改正

ジェンダー主流化

地域で支えあう介護支援の推進

第六次総合計画後期基本計画等の策定

生成ＡＩの利用促進

行政運営

市民生活

健康・福祉

市民生活
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鹿児島市議会ホームページの「インタ
ーネット議会中継」で本会議当日と過
去12年分の映像をご覧いただけます。

※配膳やレクリエーションの手伝いなど、介護の資格や経験を必要としないお手伝いを
求めている介護事業所等と、誰かの役に立ちたいという有償ボランティアをつなぐ、民
間企業が運営する介護福祉特化の互助プラットフォーム。

きっ きん

きっ きん

すそ の
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渋谷・鹿児島おはら祭

消える白線や道路標示

小学校給食費負担軽減事業

部活動の地域展開

中高生世代の居場所づくり

０歳児人口の現状と今後

物価高騰対策給付事業

スタジアム候補地の調査結果

子育て

産業・農業
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　　０歳児人口減少に歯止めがかかった現状と今後への考えは。

　　本市では、子どもを持ちたいと希
望する方々が安心して子どもを生み育
てることができ、子育てや子どもの成
長に喜びや生きがいを感じられるまち
づくりに全力で取り組んでいる。令和
８年４月１日時点の０歳児人口が昨年から34人増加したことは、
本市における結婚から子育てまでの切れ目のない支援に加え、市
民や事業者などによる子育て支援の充実が図られ、市全体で応援
の輪が広がったことで、子育てしやすいまちづくりが進んだこと
によるものであると思っている。今後も、若い世代が安心して子
どもを生み育てられる社会を目指し、各面からの取り組みを強力
に進めていきたい。

　　地域の公共施設（児童センター、地域福祉館、地域公民館）
における中学・高校生世代の利用状況と周知等の取り組みは。

　　地域公民館は、自習スペースや図書室があるため、中高生世
代に一定の利用があるものの、児童センターや地域福祉館の児童
ルームは、乳幼児を持つ子育て世帯や小学生が主に利用しており、
中高生世代の利用は少ない。中高生世代の利用促進のため、周知
方法の工夫を含め、利用しやすい環境づく
りが重要であることから、利用を促すお知
らせの掲示や、ＳＮＳを活用した、より効
果的な情報発信など、各施設と連携して取
り組んでいきたい。

　　利用期限までに使い切れなかったＶＩＳＡギフトカードの残
高はどうなるのか。また、市民が全額使い切るための工夫と周知
方法は。

　　未利用額は、手数料相当額としてカー
ド原資総額の５％を上限に本市が負担する
契約となっている。残高は、現金との併用
が可能な店舗やネットショッピングで使い
切ることが可能で、カードに同封のチラシ
や市ホームページでお知らせしており、今
後さらに、市民のひろばやＳＮＳなどさま
ざまな媒体を用いて周知を図りたい。

　　候補地選定に向けたプロセスと今後のスケジュールは。

　　スタジアム候補地調査業務の結果において、スタジアム等の
配置が可能であること、また、費用面、時間軸について、県立鴨
池庭球場敷地等にメリットがあることは確認できたと考えている。
　候補地の選定に当たっては、県と一緒になって検討を進めるこ
ととしており、現時点では、今後の具体のスケジュールは示せな
いが、県からは「まずは鹿児島市において、市議会の議論を経て
考え方を整理し、その上で県へ市としての方向性を示してほし
い」との考えが示されていることから、市議会での論議を十分に
踏まえた上で、県との協議や関係団体等との意見交換を行い、で
きるだけ早期に候補地を選定したい。

　　渋谷・鹿児島おはら祭が観光振興にもたらす効果、および今
後の展望と取り組みは。

　　国内外から多くの人が集まる渋谷の中心地において「渋谷・
鹿児島おはら祭」を開催し、本市の魅力を発信することで鹿児島
ファンの拡大、本市への誘客促進、特産品の販路拡大につながっ
ている。令和９年度に30回目の大きな節目を迎えるが、長年の
歳月を経て、「渋谷の風物詩」と言われるまでになり、鹿児島の
認知度も向上していることから、今
後もこの貴重な機会を通じて、西郷
プロジェクトなど、本市の魅力を全
国に発信するとともに、さらに愛さ
れる祭りになるよう、関係者と一体
となり、取り組んでいく。

　　道路の消える白線や標示について、警察・国・県など所管別
の実態と塗り直しのためのＰＤＣＡサイクルおよび改善の必要性
は。

　　市道の区画線や路面
標示の引き直し等は、住
民要望や通学路の合同点
検等で状況を把握し、緊
急性や優先度を踏まえて実施している。
　警察や国、県の所管分は、それぞれに対応を依頼しており、具
体的な実施時期は確認していないが、今後は依頼したものについ
て、定期的に実施状況を把握するなど、連携を図りながら安全で
安心な道路環境の確保に努めていきたい。

　　令和８年度の指導者確保の取り組みは。また、学校、保護者
およびクラブ関係者が共通認識を持てるマニュアルの作成は。

　　指導者の確保は、国のガイドラインにおいて、人材バンクの
設置等を通じて地域の多様な人材の発掘・マッチングなどを進め
ることとしており、本市もすでに文化部活動において、関係団体
等と連携して人材バンクを設置していることから、今後、運動部
活動にも設置していく。
　現在、モデル事業では、既存の「学校の部活動等の方針」にの
っとり活動を行っているが、今後、地域展開を進めていく上では、
幅広い関係者が参画するため、運営や安全面、ハラスメント対策
等に関する統一的なマニュアルが必要と考えている。

　　小学校給食費負担軽減事業を開始したに
も関わらず、通常どおりの支払いとなった経
緯と４・５月分の取り扱いを含めた今後の対
応は。

　　令和８年度から小学校給食費の保護者負担を大幅に軽減する
ため、国・県からの給食費負担軽減交付金を活用し、小学校給食
費の一部を支援しているが、多くの自校方式校においては、補助
金の制度上、交付するまでに時間を要することから、年間の保護
者負担分を前倒しして徴収するなどの対応を行うこととなった。
　前倒しして徴収した保護者負担分については、各学校の実情に
応じて、徴収しない月や少額徴収する月などを設け、最終的に不
利益が生じないよう対応していく。
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教　育

▲郡山公民館の学習室

施工前施工前 施工後施工後



鹿児島市議会では、随時、議場等の見学
を受け付けています。議場を見てみたい、
市議会の役割や仕組みを聞きたいなど、
見学を希望される方は、ホームページの
入力フォームからお申し込みください。

　　保育現場に実技試験を免除された「地域限定保育士※」が入
ってくることで保育の質などさまざまな問題が生じないか危惧さ
れるが、賃金面等で通常の保育士との差異はないのか。また、採
用後のフォローアップや本制度の周知広報の取り組みは。

　　賃金面等の差異については、配置基準や公定価格をはじめ、
本市が実施する処遇改善補助金等においても無いところであり、
採用条件等についても先行自治体に状況を伺う中においては、特
に無いとのことである。
　また、保育所等においては、通常の保育士と同様に、資質向上
のためのスキルアップ研修等を実施し、実施に当たり本市も費用
の助成を行うこととしており、今回の制度導入に当たっては、各
施設に対してさまざまな機会を捉えて丁寧な説明に努めたい。

から委 員 会
C

香害に苦しむ子どもへの対応

マイナンバーカードを活用した救急業務

～議場見学へようこそ～

地域限定保育士制度

宿泊税条例

消　防

　　
　　香害とは何か。また、香害に苦しむ子どもに対する学校の対
応は。
　　
　　香害とは、一般的に、柔軟剤などに含まれる合成香料によっ
て、頭痛や吐き気などの体調不良の症状が現れることを指すよう
である。学校においては、学級担任等
が健康診断や保護者が記入する保健調
査票等により、子どものアレルギー疾
患等の健康状態を把握し、教育活動が
円滑に進められるよう対応しており、
教育委員会においては、消費者庁など
によって作成されたポスターを市立学
校に配布するほか、管理職研修会で学
校での周知・啓発について指導してお
り、今後も適切な対応を取るよう指導
していきたい。

　　令和７年10月から８年３月まで行ったマイナ救急の実証事
業における活用事例と個人情報保護の対策は。また、８年４月か
ら本格運用に移行しているが、課題と今後の取り組みは。

　　実証期間中の有効な活用事例として、傷病者本人が話せない
など、意思疎通が困難なときにマイナンバーカードから受診履歴
など病院選定に必要な情報を取得し、適切な搬送ができたことな
どがある。個人情報保護の対策として、使用端末に覗き見防止フ
ィルターの装着や二要素認証を設定するほか、端末を車外に持ち
出さないなど情報管理の徹底を図っている。より多くの市民に制
度の有効性を理解していただくことが課題であり、周知広報のさ
らなる強化に努めたい。
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　　宿泊税の税率を宿泊者１人１泊につき200円とした理由は。
また、同税の導入で宿泊料金が上昇することにより、宿泊客の減
少につながらないよう、松江市等で導入している「免税点※」を
設けるべきと考えるが、見解は。

　　宿泊料金にかかわらず、宿泊者が享受する行政サービスは同
一であり、ホテルや旅館等を経営する特別徴収義務者等の事務負
担や制度の明確化などを総合的に勘案した結果、税率は一律が望
ましいと判断した。
　また、免税点は、例外的に認めるものと考えており、外部有識
者による検討委員会におけるシンプルな制度が望ましいなどの意
見に加え、制度導入済の他自治体の傾向や宿泊事業者を対象とし
たアンケート調査結果などを勘案し、設けないこととした。

　　
　　課税免除については、令和８年３月
の産業観光企業委員会において、修学旅
行生等以外の対象者についても検討する
旨の答弁があったが、検討経過および修
学旅行の引率者の取り扱いの考え方は。
また、同税の使途を市民等に対し、公表
することが必要と考えるが、見解は。

　　長崎市と同様にスポーツ・文化大会に参加する児童生徒なら
びに引率者を追加すべきとの指摘について、市ホテル旅館組合の
役員等と意見交換を行ったところ、「まずは修学旅行のみとする
シンプルな制度とし、見直し期間を短縮してはどうか」との意見
をいただいたことから、課税免除の規定は当初の制度案のままと
し、条例施行後の検討を５年後から３年後に変更した。なお、修
学旅行の引率者である教職員等については、安全確保や指導の観
点から不可欠な構成員であることから、児童生徒と同一の取り扱
いとした。
　また、使途については、新年度予算や決算議案を提案する段階
で関連事業について整理し、議案を議会に審議いただく中で明確
化や透明性の確保を図り、その後、市ホームページ等で公表した
い。

　荒田小学校６年生のみなさんが、社会科見学の一環として市議
会を見学されました。市議会の仕組みや役割について説明を受け
た後、「議場の議席はどうやって決めるの？」「議会の会議は何
時間くらい行われるの？」など多くの質問をいただき、お答えし
ました。

▲消費者庁などが作成したポスター

リキニョン

※都道府県等が行う試験に合格後、登録された都道府県等においてのみ保育士と同様
の業務を行うことができる。鹿児島県においては、令和８年10月に試験を実施予定で
あり、登録後３年間のうち、１年以上かつ1,440時間以上の勤務経験を満たすことで、
全国で勤務可能な通常の保育士として登録が可能となる。なお、試験については、筆記
試験は通常の保育士と同様であるが、実技試験は音楽や言語表現等に関する実技講
習会を27時間以上、受講することで免除される。

※課税とならない料金の上限額

l o s e U p
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議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自民党市議団
いけやま美月
瀬戸山つよし
中 島 蔵 人

西 　 洋 介
奥山よしじろう
平 山 　 哲

山 下 　 要
古 江 尚 子
入 船 攻 一

佐 藤 高 広
仮 屋 秀 一

小森こういちろう
川 越 桂 路

中元かつあき
山 口 　 健

霜 出 佳 寿 米山たいすけ

小南まさゆき
松尾まこと

甲斐ひろのぶ
長 浜 昌 三

上入佐あゆみ こじま洋子

うかりともえ
向江かほり

永谷さよこ
平山タカヒサ

和　るりか
大 森 　 忍

まつおはるよ

市 民 連 合
日 本 共 産 党
にじとみどり
無 所 属 Ａ
無 所 属 Ｂ
無 所 属 Ｃ
無 所 属 Ｄ
無 所 属 Ｅ
無 所 属 Ｆ

４人
３人
２人
１人
１人
１人
１人
１人
１人

11人
合原ちひろ 伊地知紘徳 三反園輝男 片 平 孝 市
園 山 え り たてやま清隆 大園たつや
のぐち英一郎 大 園 盛 仁
大 原 　 葉
田代よしき
大木ひかる
せぐち和浩
本田かずき
池田ゆうせい

公 明 党

立憲社民無所属

6人

自民党真政会 6人

7人
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Ｃ
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Ｂ
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ど
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日
本
共
産
党

市
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民
無
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自
民
党
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○賛成　×反対

▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例〕

▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市税条例の一部を改正する条例〕

▼監査委員の選任について同意を求める件〔２件〕

▼鹿児島市指導監査課職員による不適切な行政指導の事実調査及び行政運営の策定・是正
について

▼令和８年度鹿児島市一般会計補正予算（第１号）

▼鹿児島市宿泊税条例制定の件

▼令和８年度鹿児島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

▼鹿児島市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件

▼鹿児島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件 

▼鹿児島市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例等一部改正の件

▼鹿児島市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例等一部改正の件 

▼鹿児島市認定こども園の認定の要件を定める条例等一部改正の件

▼鹿児島市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件

▼鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等一部改正の件

▼鹿児島市防災会議条例一部改正等の件

▼鹿児島市印鑑条例一部改正の件 

▼鹿児島市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する　

　
条例一部改正の件 

▼新たに生じた土地を確認する件〔桜島港（武地区）内の公有水面埋立地〕

▼町の区域の変更に関する件〔新たに生じた公有水面埋立地の桜島武町への編入〕 

▼町の区域の変更に関する件〔岡之原町の一部〕

▼自動車購入の件〔３件 消防ポンプ自動車など14台〕

▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件

▼鹿児島市自転車等の駐車対策に関する条例一部改正の件

▼鹿児島市消防団員等公務災害補償条例一部改正の件

▼地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件 

▼鹿児島市税条例一部改正の件 

▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）〕

▼教育委員会委員の任命について同意を求める件 

▼公平委員会委員の選任について同意を求める件 

▼固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件

議案等に対する各会派等の表決態度

○ × × ×○○ ○ ○ ○○○○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○

○○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○

原案可決

不採択

承認

同意

承認

同意

×

○ ○ ○ ○○○○○ × × × × ×

○ ○○ ○ ○ ○○○○○○ × ×

○ ○○ ○ ○○○○○ × × × ×

×××××× × × × × × × ×

※上記会派名等、議員数および所属議員名は、令和８年第２回定例会時点におけるものです。 
※永谷さよこ議員（立憲社民無所属）は、令和８年第２回定例会後に会派を脱会し、無所属となりました。 
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かごしま市議会だよりは定例会の開催結果を中心に年４回（２月、５月、８月、11月）発行しています。
次号は令和8年11月１日に発行する予定です。次号の発行予定

6

都市整備対策特別委員会桜島爆発対策特別委員会
（定数11人　現員11人）
【設置目的】
本市が当面している都市整備問題
（河川改修、港湾整備、バイパス建
設、鹿児島中央駅周辺および鹿児島
港本港区の課題）について調査検討を
行い、関係当局への意見反映を図る。

◎委員長　　松尾まこと
○副委員長　たてやま清隆
　委員
　いけやま美月　　まつおはるよ
　こじま洋子　　　平山タカヒサ
　米山たいすけ　　佐藤高広
　奥山よしじろう　中島蔵人
　三反園輝男

会期日程や発言通告者一覧のほ
か、議会だより発行のお知らせな
どを発信します！

（定数11人　現員11人）
【設置目的】
桜島火山の継続的な爆発に伴う降灰
対策および大正噴火級の大規模噴火
対策等について調査検討を行い、
国・県の財政措置を含めた各種施策
のより一層の充実強化を期すため、
関係当局への意見反映を図る。

◎委員長　　瀬戸山つよし
○副委員長　小森こういちろう
　委員
　うかりともえ　　永谷さよこ
　上入佐あゆみ　　合原ちひろ
　山下　要　　　　園山えり
　のぐち英一郎　　平山　哲
　入船攻一

（定数11人　現員11人）
【調査・審査事項】
次に掲げる事項に関する調査を行い、
議案、請願等を審査する。
１　議会の運営に関する事項
２　議会の会議規則、委員会に関す
　る条例等に関する事項
３　議長の諮問に関する事項

◎委員長　　佐藤高広
○副委員長　松尾まこと
　委員
　まつおはるよ　 西　洋介
　こじま洋子 　　平山タカヒサ
　霜出佳寿 　　　米山たいすけ
　大園たつや　　伊地知紘徳
　入船攻一

議会運営委員会

総務環境委員会

新 た な 市 議 会 の 構 成

（定数9人　現員9人）

顔写真

第95代議長 第96代副議長 凡　　例

氏　名
所属会派等

【所管事項】総務局、企画財政局、環境局、会計管理室、選挙管理委員会、監査委員及び公平委員会の所管に属する事項並びに他の委員会の所管に属しない事項

産業観光企業委員会（定数9人　現員9人）
【所管事項】産業局、観光交流局、農業委員会、市立病院、交通局、水道局及び船舶局の所管に属する事項

建設消防委員会（定数9人　現員9人）
【所管事項】建設局及び消防局の所管に属する事項

防災福祉こども委員会（定数9人　現員9人）
【所管事項】危機管理局、健康福祉局及びこども未来局の所管に属する事項

市民文教委員会（定数9人　現員9人）
【所管事項】市民局及び教育委員会の所管に属する事項
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鹿児島市議会公式ＳＮＳ
（Instagram・Facebook）

 
◎まつおはるよ
　（立憲社民無所属）

 
 

 
〇大原　葉
（無所属）
  

 

 
本田かずき
（無所属）  

 
甲斐ひろのぶ
（公明党） 

 
 

  
 

 
中元かつあき
（自民党真政会）

 
 

 
伊地知紘徳
（市民連合）

 
 

 
仮屋秀一

（自民党市議団）
 
 

 
  

 
◎こじま洋子 
（公明党） 

 
 
〇西　洋介
（自民党市議団）

 
 

 
小森こういちろう
（自民党真政会） 

 
うかりともえ
（立憲社民無所属） 

 
たてやま清隆
（日本共産党）

 
 

 
松尾まこと
（公明党）

 
 

 
古江尚子

（自民党市議団）
 
 

 
大園盛仁

（にじとみどり）
 
 

 

 
◎霜出佳寿
（自民党真政会） 

 
 

〇三反園輝男
（市民連合）  

 
池田ゆうせい
（無所属） 

 
小南まさゆき
（公明党） 

 
田代よしき
（無所属）

 
 

 
向江かほり
（立憲社民無所属） 

 
 

瀬戸山つよし
（自民党市議団）

 
 

川越桂路
（自民党真政会）

 中島蔵人
（自民党市議団）

 

 
◎山下　要
（自民党市議団）  

 
〇大木ひかる
（無所属）

 
 

 
いけやま美月
（自民党市議団）

 
 

 
園山えり

（日本共産党）
 
 

平山タカヒサ
（立憲社民無所属）

 
長浜昌三
（公明党）

 
 

 
大森　忍

（立憲社民無所属）
  

 

 
山口　健

（自民党真政会）
 

 
入船攻一

（自民党市議団）

◎大園たつや
（日本共産党） 

 
〇佐藤高広
（自民党市議団）

 
 
上入佐あゆみ
（公明党）

せぐち和浩
（無所属）

合原ちひろ
（市民連合）

 
米山たいすけ
（自民党真政会） 

 
奥山よしじろう
（自民党市議団）

 
 
のぐち英一郎
（にじとみどり）

　第２回臨時会において、正副議長を選出し、議長の指名により、
常任委員会等の委員を選任した旨の報告がありました。 
　常任委員会（総務環境・防災福祉こども・市民文教・産業観光
企業・建設消防）、議会運営委員会、特別委員会（桜島爆発対策・
都市整備対策）の委員をお知らせします。 なお、構成は 7月 6日
時点のものです。　（◎委員長　〇副委員長）       

和　るりか
（立憲社民無所属）

平山　哲
（自民党市議団）

片平孝市
（市民連合）

古江尚子
（自民党市議団）

長浜昌三
（公明党）

永谷さよこ
（無所属）


